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プログラム 

 

大会一日目  平成３０年１１月２４日（土） ＜建学記念講堂小ホール＞ 

 

１３：００〜１３：１５ 開会式 

 

１３：２０〜１４：２０ 基調講演 

             講 師：中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 

             演 題：保育者養成と育成の当事者による実質的な『対話』と 

                 『協働』を生み出す場づくりをめざして 

 概 要  本講演では、「保育の質の向上」を図っていくための養成校と現場とで果たしうるそ

れぞれの機能や役割と、協働の態様等についてご提示いただきます。 

また、保育界の情勢をふまえつつ、保育士養成の動向や課題等につきましてもお話い

ただきます。 

 

１４：２０〜１４：４０ 休 憩 

 

１４：４０〜１７：３０ シンポジウム（グループ討議等含む） 

 

    テーマ 保育現場における「保育の質の向上」と保育士養成校の役割・課題 

          ─実習、就職、研修の側面を中心に─ 

 

            司 会 者･･･福島大学 教授 白石 昌子 氏 

            発題者Ⅰ･･･社会福祉法人わたり福祉会 さくら保育園 

前園長  齋藤 美智子 氏 

            発題者Ⅱ･･･社会福祉法人 児童養護施設 青葉学園 

常任理事  神戸 信行 氏 

            発題者Ⅲ･･･東北福祉大学 教授 和田 明人 氏 

            指定討論･･･中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 

 

 概 要  本シンポジウムでは、保育現場における「保育の質の向上」を図っていく上で、保育

の現場・施設の現場から見た保育士養成のあり方と、保育士養成校側から見た養成教育

の現状や課題について、それぞれ実習・就職・研修の側面から発題いただきます。基調

講演でのお話を踏まえつつ、講師の先生には指定討論者として加わっていただいて議論

を掘り下げ、参加者全員でのグループ討議も行いながら、今後の方向性と具体的方略を

探り合います。 

１７：３０〜１７：４０ 休 憩 



プログラム 

 4 

１７：４０〜１８：００ 平成３０年度全国保育士養成協議会東北ブロック第２回総会 

 

１８：３０〜２０：００ 情報交換会（創学館1階 カフェテリア「フェリーチェ」） 

   

 

大会二日目  平成３０年１１月２５日（日） ＜８３年館＞ 

 

 ９：００〜１２：００ 分科会 

 

 第１分科会 保育所実習における保育現場と保育士養成校の協働 （８３３講義室） 

             司 会 者･･･郡山女子大学短期大学部  教授   小林 徹 氏 

             発題者Ⅰ･･･郡山市開成保育所    副所長 小桧山 久子 氏 

             発題者Ⅱ･･･学校法人 保原シャローム学園 認定こども園上保原 

園長  藤田 喬士 氏 

 

 概 要  保育所実習は、学生がそれまでに学んだ知識や技能を現場で実際に活かす機会であ

り、専門職として働く自分をイメージする貴重な場面です。養成校と保育所が協力し

て人材を育てるはずの実習において今さまざまな課題が指摘されています。本分科会

では実習指導の経験豊富な保育所からの発題を受けて、参加者の皆さんと共に、養成

校と保育所が手を携えて実践力のある保育士を養成する道を探っていきます。 

 

  

第２分科会 施設実習における保育現場と保育士養成校の協働 （８３１講義室） 

             司 会 者･･･会津大学短期大学部   教授  市川 和彦 氏 

             発題者Ⅰ･･･社会福祉法人 児童養護施設 白河学園 

副園長 鈴木 栄一 氏 

             発題者Ⅱ･･･社会福祉法人牧人会理事長 福祉型障害児入所施設 

白河めぐみ学園・白河こひつじ学園 

園長 山下 勝弘 氏 

   

概 要  施設実習は、多くの施設種別があり、乳児から高齢期まで利用者の年齢層も幅広く、

入所理由も様々なものがあるなどとても多様ですが、共通して実習前と実習後とで学生

自身に大きな変化を生じさせます。本分科会では、現場で指導する立場の職員と養成校

で指導する教職員とが本音で意見を述べ合う機会とし、それぞれの役割や課題を確認し、

相互理解を深めながら協働の方向性と具体的方略を探り合っていくとともに施設保育の

魅力についても確認しあいます。 
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 第３分科会 就職における保育現場と保育士養成校の協働 （８３２講義室） 

             司 会 者･･･福島学院大学 准教授  子育て支援センター長 

今 清孝 氏 

             発題者Ⅰ･･･社会福祉法人創世福祉事業団 三育保育園  

園長 山崎 麻弥子 氏 

             発題者Ⅱ･･･社会福祉法人いわき福音協会 指定障害者支援施設 

はまぎく荘 支援員 宍戸 寿成 氏 

 

 概 要  全国的に保育士不足が問題となり、その要因が議論されています。その要因はいくつ

も挙げられ、同一労働同一賃金の地域格差の拡大、労働条件改善遅滞、18歳人口の減少、

待機児童、入所児童・利用者の障害程度の重度化など、労働問題から児童及び利用者の

発達の問題までさまざまに山積しています。こうした現状での保育士の就職について、

保育現場と保育士養成校がどのように協働すれば解決していけるのかを共に考え、議論

する場とします。 

 

 

 第４分科会 研修における保育現場と保育士養成校の協働 （８２１講義室） 

             司 会 者･･･東北福祉大学  准教授    利根川 智子 氏 

             発題者Ⅰ･･･福島県こども未来局子育て支援課  

主任主査 佐久間 直子 氏 

             発題者Ⅱ･･･東北生活文化大学短期大学部 教授 三浦 主博 氏 

 

 概 要  研修等における学びを通して保育士が専門性の向上を図り、保育所内で学びを共有し

て「保育の質」を高めていく必要があります。平成 29 年 3 月告示の保育所保育指針で

も、資質・専門性の向上、キャリアパスに対応した研修計画の作成が求められています。

一方で、保育所を取り巻く環境は厳しく、研修計画の作成には相当の工夫を要するので

はないでしょうか。こうした現状を踏まえ、本分科会では「保育の質の向上」に向けた

保育所、関係機関、保育士養成校の相互理解と協働及びその方法についてご参加の皆様

と考えていきます。 

 

 

１２：１５〜１２：３０ 閉会式 

 

 

以 上 

 

 

  



基調講演 

 6 

基調講演 中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 

 

 

 

◇演題 

保育者養成と育成の当事者による 

実質的な『対話』と『協働』を生み出す場づくりをめざして 

 

 

 

 

 

 

講師：中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 
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基調講演 

保育者養成と育成の当事者による 

実質的な『対話』と『協働』を生み出す場づくりをめざして 

中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 
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シンポジウム 

   テーマ 保育現場における「保育の質の向上」と保育士養成校の役割・課題 

          ─実習、就職、研修の側面を中心に─ 

 

 

 

            司 会 者･･･福島大学   教授 白石 昌子 氏 

            発題者Ⅰ･･･社会福祉法人わたり福祉会 さくら保育園 

前園長 齋藤 美智子 氏 

            発題者Ⅱ･･･社会福祉法人児童養護施設 青葉学園 

常任理事 神戸 信行 氏 

            発題者Ⅲ･･･東北福祉大学 教授 和田 明人 氏 

            指定討論･･･中村学園大学 教授 那須 信樹 氏 
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◇趣 旨 

 

 一向に解消されない待機児童の問題や慢性的な保育者不足の問題と相まって、保育職の待遇改善

が社会問題としてクローズアップされ始めています。同時に、保育現場における「保育の質の向

上」や「保育職の専門性の向上」も、注目されるようになってきました。言うまでもなく、保育職

の社会的評価の向上と専門性の向上とは一体の課題であり、そのためには待遇面の改善を裏付ける

資格・業務の高度化・階層化を図るキャリアラダーの構築が必須と考えます。保育職の地位向上の

ためには、待遇・資格・業務を三点セットにして、改革を図らなければならないでしょう。 

 ただし、現実には多くの保育現場で、業務が複雑化かつ多様化・増大化し続ける一方で、保育者

不足が深刻化し続けており、職員は手薄な体制のもとで煩雑な業務に日々追われているのが実情で

す。こうした状況下で、保育現場の自助努力のみに頼って、「保育の質の向上」や「保育職の専門

性の向上」が実現するのでしょうか。 

 保育者養成については、保育職を志望する入学志願者数は今のところ大きな変動はないためか、

18歳人口の減少傾向の中でも養成校の数自体は増え続けています。しかし、入学まではそれなり

に保育職に夢や希望を抱いていても、入学後から学びを進めるにつれて、次第に保育職の資格を取

ることだけが目的になり、保育職に就くことは選ばなくなる学生が増え始めてもいます。そうなる

と、たとえば実習においても身が入らないばかりか、ごく基本的なことすらもできないまま実習に

臨み、多忙な保育現場に必要以上の負担をかけ、ひいては保育者養成校の教育姿勢に不信感を抱か

れることに繋がりかねません。ただし、これらのことは確かに保育者養成校側の教育に問題がある

場合もあるでしょうが、保育職の過酷な労働実態や短期離職、低待遇等などのネガティブな側面が

過度に浮き彫りにされ始めてきた結果ともいえるでしょう。 

 保育者不足が解消されないからには、現場では専門的力量はおろか基本的資質すら備えていない

保育者を採用せざるを得なくなるでしょうし、そのことが組織全体のパフォーマンス下げ、有能・

有望な保育者に過度な負担がのしかかり憔悴しきって早期離職に繋がるということにもなりかねま

せん。そのような悪循環に陥らないためには、保育現場と保育者養成校が連携を深め、むしろ好転

させるような仕組みを協働して創り上げていく必要があるのではないでしょうか。 

 今般、わが国の保育界に初めてキャリアパスの仕組みが導入され、保育職のキャリアアップ研修

制度が創設されました。もちろん、これだけで保育職の待遇面の問題がすべて抜本的に改善される

とは言い難く、この研修制度がややもすると保育現場をさらに疲弊させ、裏目に出る可能性も懸念

されています。それでは、このキャリアパスの仕組みを有効かつ発展的に進化させ、保育職の社会

的評価を高められる高度専門職の育成と量産のために養成校が果たしうる役割はいかなるものでし

ょうか。 

本シンポジウムは、保育者養成校と保育現場とが保育の現状を真摯に見つめながら、生産的な価

値を見いだして、実行すべき事柄を互いに探り、取りかかる契機となるよう企画しました。これか

ら、何をすべきか、何ができるか、何から始めるか、いつまでにやらなくてはならないかなど、行

為レベルの能動的なコミットメントを一緒に探っていきましょう。 
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発題者Ⅰ  社会福祉法人わたり福祉会 さくら保育園 前園長 齋藤 美智子 氏 

 

東日本大震災・原発事故から見えた保育者の役割について考える 

                      さくら保育園 前園長 齋藤美智子 

さくら保育園は、原発から 60ｋｍ離れた福島市にあります。開園35年目、90人定員の認可保育

園です。1980年、4月定員 60人で開園しました。「子どもの豊かな発達を保障し、生活を大事に

する保育」、「保護者と共に行う保育」、「科学的な裏づけのある保育」をしていくという方針で

つくられました。 

震災後、原発事故を経験し、放射能被害の下で夢中で過ごしてきた日々でしたが、気が付けば、

園運営、保育の進め方を考える上で、この方針は、いつも大事な指針となっていました。この大変

な事態に立ち向かうエネルギーは、子どもたちを健やかに、豊かに育てたいという大人たちみんな

の願いから生まれました。 

原発事故当初、いったい何が起こったのか？何が起こっているのかわかりませんでした。 

しかし、とんでもないことが起こっていました。次々に明らかにされていく現実。そんな中で、①

今、何が起こっているのか？―学ぶことで現状をつかむ 

②どんな保育ができるのか？―大事にしたい保育内容はなにか 

③科学的根拠をもとにすすめる保育―専門家との連携、職員間の連携 

が求められました。そして、目の前の子どもへの対応はもちろんのこと、職員同士の励まし合い、

保護者との共同、行政への対応がありました。 

ここでは、保育をどう作ってきたのか、保育者の役割について考えさせられたことを話します。 

１，保育における「想定外」「予想外」に向き合う 

職員同士でよく話していました。 

「日本で、いいえ世界で初めてのことが起こっている。誰も教えてくれない。 

そのことにどう立ち向かうのか。私たちが考える。一人ひとりが考えなければ・・・。」 

「鉛の箱の中では、子どもは育たない。」と。 

子どもの声を聴く、子どもに寄り添うということが求められました。Sさんの実践記録＊には、次

のような子どもたちのコトバがあります。 

 

（2011、５才児担任Sさんの実践記録より） 

「花びらほしい！」「においは？」「山に行きたい」「神社に行きたい」「また見に来よ

う、きょうはYくんが休みだったから、こんどはいっしょにこよう」と話す帰り道。 

「ねー、どっかであそびたい」「広いところでおにごっこしたいよ」ただ歩くだけの散歩の

なかで・・・（写真） 

「さんぽでね、みんなできてたんだよ」「ここの上（殿上山）にはすべり台があるんだ」

「焼き芋ごっこ（落ち葉）もしたよね」と（転勤してきたばかりの担任に）教えてくれた。

あたりまえの子どもたちの要求をこの状況の中でどう叶えていくのか、どうやったら満足し

て、楽しかったという経験ができるのかと悩むことも多くありました。 



シンポジウム 

 24 

「じゃあ、保育園に戻ったら、ホールでやりたいね」と言うものの、やっぱり、外で思いっ

きり体を動かせたらなあ、と思う。 

「だって、ほうしゃのうだからだよ」「ほうしゃのうだから、さわらないんだよ」「ほうし

ゃのうだから何もできなくなる」「ほうしゃのうなんて、なくなればいいのに」ポツリと子

どもが話す。花が咲いているのを見つけて「さわっていいの？」 

こんなに自然に囲まれているからこそ、山にも、神社にも散歩に行きたい、畑で地植えし

て、子どもと栽培したい！そして、いろんなことを気にすることもなく、以前のような保育

をしたい。「何を大事に保育したいのか」「子どもたちにとって私たちはどんなことをして

いけばいいのか」、子どもの気持ちに寄り添いながら保育をしていきたいと思

う。・・・・・・・・ 

 

震災後の春、子どもたちのおもいに共感しながら、この現実をすごすたくましささえ感じます。

以前本園で勤務していたとはいえ、姉妹園からの５年ぶりの転勤、５才児担任です。この時の年長

組は、強力な保護者集団がありました。クラス担任は、職員会議で決定します。もちろんS さん

も参加しています。それにしても、Sさんの柔軟さ、共感力には、まわりを安心させるものがあり

ました。保育における「想定外」「予想外」に向き合うための保育者のあり様を考えさせられまし

た。 

 

2，保護者と共につくる保育内容 

「鉛の箱の中で子どもは育たない！」そんな思いでした。放射線を避けながらも、子どもたちの

日々の暮らし方について、職員、保護者みんなで考えていきました。園として今まで大事にしてき

た保育方針をむやみに葬り去ることは、決してできませんでしたし、してはいけないようにも思っ

ていました。2か月前には、職員と相談しながら、園としての方針を決めていきました。毎月の幹

事会、クラス懇談会で保護者と話し合うためです。 

プールは、清掃業をしているお父さんの電動デッキブラシも繰り出し、徹底的に洗い、新園舎にな

って初めてのプール使用でした。線量の高い側溝は、水入りペットボトルを積み重ねて減らし、園

舎からプールに行くには課題の残る犬走りを渡らなければいけません。2段重ねのペットボトルの

上に、すのこを置きました。（ペットボトル作戦：写真）意外な水入りペットボトルの強度と効果

にはびっくりしました。プールサイドで待たず、線量の低いベランダで待つなど、細やかな配慮も

加わりました。さらに保護者会会長さんが、「この暑い福島の夏をどう過ごさせたいのか」と問う

「プールに入るにあたって」という便りを書いて保護者の皆さんに配ってくれました。これによっ

て保護者の理解を得られ、プールに入る流れが作られました。 

屋根がなく線量の下がりにくかった中庭は、排水溝の掃除はもちろん、ペットボトルで遮蔽し、

ござを 2重に敷き、水の膜を作ってはどうだろうなどなど・・線量計片手に、まるで理科の実験の

ようでした。“積算線量計を一定時間屋外に放置し、何分外に出ていたらこんなかんじ”、“乳母

車に積算線量計を取り付け、20分歩いてきたら、これぐらい”など考え付くことはなんでもやっ

てみました。まず、自らの手で測定してみることが、放射能を知る第一歩でした。見えない放射能

の性質が、少しずつ解り、見えてきました。安斎先生が言うように「やみくもに恐れるのではな
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く、実態（測定するなど）を解って恐れたい」と思いました。保護者会で購入した放射線量測定器

も加わり、職員、保護者への貸し出しも始まりました。 

結果、どの年齢のクラスでも水遊び、プール遊びをすることができました。それでも、我が子を

プールに入れたくない保護者はいましたし、その考えを受け入れてもいきました。「プールにはい

るとシム（死ぬ）よ。」と３歳児が言いました。子どもも保護者も職員も傷ついていました。職員

は一人ひとりの保護者と話し合いました。そうでないと保育内容が決められないのです。懇談会の

話し合いもとても重たい雰囲気。しかし、この定例の懇談会はこれからを切り拓く、とても大事な

時間でした。 

そんな保護者とのやり取りがNさんの実践記録＊に書かれています。 

（2011 ３才児担任Nさんの実践記録より） 

４月、１８人、２人の担任でスタート。１年を通して９人の新入園児を受入れ、７人の退園

児を見送る。５月の懇談会では、「プールを行ってもいいか？」について。結論は出せなく

ても、わが子を思う気持ちはひとつ。（懇談会では話せなくても）懇談会翌日の連絡帳に

は・・・（意見がいっぱい）。「来てよかった」と思える懇談会に・・・。 

保護者との信頼関係を積み重ねながら・・・ 

ひとりひとりの感性が違うように、放射能への感じ方、考え方は違いました。あえて、結論を急

ごうとしないNさんの姿勢には、学ぶべきものがあります。保護者への強い信頼があったからこ

その姿勢ではないでしょうか。 

 

３，職員間の連携 

外で遊べない。直接体験をどうやって保障するのか。子どもが育つ上で「譲れないこと」って？

と考えたとき、クッキング保育が浮かんできました。給食職員が動き出しました。 

保育者と連携しながら、げきあそび「おだんごぱん」のレシピを見つけ、子どもたちとおだんごパ

ンを作ったり、お手伝い活動では、震災前以上に、子どもの手でやれることを見つけ実施しまし

た。食材の放射線量測定も加わり、とても手間のかかることだらけでした。 

 それにしても、内部被ばくに配慮した食の問題は、大きな問題でした。 

「食の番人として、給食職員としての専門性で提案してほしい」と伝えました。水は大丈夫なの

か？福島県産の米を食べたい、新鮮な県内産の食材を食べたい。そのことを考えるための根拠は？

職員それぞれの専門性で考えていきました。このことが本来の職員間の連携のように思います。そ

して、そのことこそが求められた状況でもありました。 

 

4、地域とつながる 

園庭が地域のお祭り会場に（地域で唯一の除染された広い場所） 

地域の公園だから除染して欲しい－散歩コースを切り拓く（りんご園、稲わら、赤カブ） 

＊「それでも、さくらは咲くー福島・渡利 あの日から保育をつくる」 

編：さくら保育園 著：大宮勇雄・安斎育郎 かもがわ出版 2014年8月 
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さくら保育園のあゆみ         ２０１８．１１．２４資料 

齋藤美智子 

○震災からの日々を振り返って                    

（2011年）子どもたちは日々、成長している―除染をしよう！  

・放射線を学ぶ。市民講座―安斎育郎氏。園庭での実験。（5月） 

・園庭の表土除去（6月） 

 ・プール遊びをさせたい、そのために・・ペットボトル作戦 

・秋をどう過ごさせたいのか―園庭の課題解決へ 

 ・雪遊びはできるのか？―初めて園庭を歩く 

（2012年）測定して食べ、遊び、暮らす。 

 ・食品測定器の導入（補助金 0円） 

 ・太陽の下で遊ぼう！・・親子外遊び、園庭での初運動会 

 ・自然物で遊ぶ―ダンゴムシ、木の葉、プランターでの栽培 

・個人積算線量測定開始（117人の園児、職員、保護者）―安斎育郎氏 

（2013年）散歩に行きたい！散歩はできるのか？ 

 ・散歩コース測定（職員による測定から専門家による測定へ） 

 ・園庭改造プロジェクト開始―石ころ、草（リュウノヒゲ）、プランターでの野菜づくり 

 ・測定して、県内産を食べる 

（2014年）「それでも、さくらは咲く」かもがわ出版 

 ・測定して飼育する    ・園庭に築山を作る（園庭に放射性物質が埋まっているが・・） 

・近くの山にいきたい！―里山除染開始  

（2015年） 

 ・つくしを摘んで描く   ・散歩コースを広げたい（渡利フィールドワーク） 

 ・神社での斜面登り    ・殿上山公園の除染をめぐって 

（2016年） 

6月 土手除染   ８月 流しそうめん-竹を使う 

10月９日埋蔵汚染土、地域の仮置き場へ 殿上山散歩 

（2017年） 念願の畑作り 

（2018年）おやじの会、倍増以上？！    

○これからの課題 

・保護者と共に―底辺にある不安、ストレスへの共感を、科学的基礎知識の継続的学習 

・専門家に支えられながら－測定し続ける。いつまで？ 

・遊べる自然環境を広げたい 

・事故現場と子どもたちの心身の見守りを 

・子育て環境の整備を（保育園に入りたいのに入れない、職員の処遇改善を） 
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発題者Ⅱ  社会福祉法人 児童養護施設 青葉学園 常任理事 神戸 信行 氏 
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発題者Ⅲ  東北福祉大学 教授 和田 明人 氏 
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